
物理で使う数学 / 微分法



１．極限

関数f(x)において，xがaの値をとることはないが， xがaに限りなく近づ
くと，f(x)の値は，ある一定の値Cに限りなく近づくことがある。このこと
を，「x → aのときf(x)はCに収束する」といい，以下のように書く。
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2. 平均変化率

関数f(x)において，xの値がaからa + ∆xまで変わるとき，
平均変化率（変化の割合）は，
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3. 微分係数
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平均変化率において∆x→0としたときの極限値を関数f(x)
のx = aにおける微分係数といい， で表す。
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3. 微分係数
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P点での接線の傾き
が微分係数に対応す

る

平均変化率において∆x→0としたときの極限値を関数f(x)
のx = aにおける微分係数といい， で表す。
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4. 導関数

関数f(x)において，x = aにおける微分係数 を，aの代わりに
変数xの関数として としたものを，関数f(x)の導関数という。
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関数f(x)の導関数を求めることを，f(x)をxで微分するという。

導関数の表し方
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y = f(x)をxで1回だけ微分したとき，

y = f(x)をxで2回微分したとき，

などと表す。



5. 様々な関数に対する導関数

よく現れる関数の導関数はパッとかけた方がよい。

y = f(x) = x2のとき， x
dx
dy 2=
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5. 様々な関数に対する導関数

よく現れる関数の導関数はパッとかけた方がよい。

y = f(x) = x3のとき， 23x
dx
dy

=
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5. 様々な関数に対する導関数

よく現れる関数の導関数はパッとかけた方がよい。

y = f(x) = xnのとき， 1−= nnx
dx
dy

説明のみ）

（n = 2 のとき）y = f(x) = x2のとき， x
dx
dy 2=

y = f(x) = x3のとき， 23x
dx
dy

= （n = 3 のとき）

… …
y = f(x) = xnのとき， 1−= nnx

dx
dy



5. 様々な関数の導関数
よく現れる関数の導関数はパッとかけた方がよい。
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5. 様々な関数の導関数

よく現れる関数の導関数はパッとかけた方がよい。
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5. 様々な関数の導関数

よく現れる関数の導関数はパッとかけた方がよい。
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6. 関数の和・積・商の微分
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7. 合成関数の微分

例）
x(θ) = Asinθ，θ(t) = ωt + δ（ただし， A，ω，δは定数）のとき，

合成関数x(θ(t))は，

x(t) = A sin(ωt + δ)
であり，

だから，

関数x = f(θ), θ = g(t)がそれぞれθ, tの関数として微分可能であれば，
合成関数x = f(g(t))も微分可能で，
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8. 代表的な導関数の例
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(kは定数)

よく現れる関数の導関数はパッとかけた方がよい。
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